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本調査の目的 

 

 オリンピック・パラリンピック競技大会開催を５年後の 2020 年に控え、東京都は大会の

成功はもとより、世界の大都市の先進モデルとなる「世界一の都市」の実現を目指し、諸

課題に取り組んでいる。 

我が国経済の牽引役である東京が、これまで以上に国際競争力を高め、発展し続けてい

くためには、将来を見据えたグランドデザインを描いて今後の都市づくりや税財政運営を

行っていくことが不可欠である。 

国内外の諸都市と同様、厳しい財政規律が求められている中で、東京が活力にあふれた

都市として発展していくためには、限られた財源で最大の効果を発揮しなければならない。

そのため、過去の大会開催都市における大会開催前後の都市づくりのあり方や、税財政運

営の先例を学ぶことが有益である。 

 そこで、先進国の成熟した都市で開催された 2012 年大会を成功させたとの評価が多く、

各種の世界都市ランキングでも常に上位に位置するロンドンにおける開催前後の様々な取

組や実情を調査・分析する。そのうえで、東京とロンドン、日本と英国それぞれの歴史・

文化・制度等の違いを勘案しつつ、両者の比較を通じて、東京及び日本に活用できる事項

は何かを明らかにする。 

 具体的には、開催に向けてロンドンにおいて行われた都市づくりや税財政運営の取組及

び官民の費用負担の仕組みと、現在東京で計画・実施されている諸施策との比較、またロ

ンドン大会開催後の効果と影響を分析・考察し、東京において想定される諸課題への取組

の参考とする。 

そこで、東京都税制調査会での審議に活用する目的で本調査を実施する。 

  



 

 

  


